




Abstract: Textbooks and reading materials in Japanese generally attached with word 
lists. In an attempt to question the significance of word lists prepared by textbooks 
and teachers in advance for intermediate level reading comprehension classes, the 
author prompted the learners to make word lists by themselves. The created word lists 
were then analyzed from the view point of difficulty, familiarity, and frequency. As a 
result, it was revealed that the overall choice of words in the word lists by learners were 
the ones to be leaned with in the intermediate level category. A closer look into their 
choice, however, revealed that the learners’ selection sometimes included elementary 
level vocabulary or ones that are outside the criteria of difficulty, familiarity, or 
frequency. When the learners are accustomed to ready-made word lists prepared 
either by textbooks or teachers, some of learners might miss the opportunity to learn 
specific words unknown to them or the ones each particularly wants to know. The 
author believes that the word lists should always remain in the flexible process of 












































































































級外 17 29 25 19 18 6 11 12 3 11 12 163 33.6
1級 5 6 8 9 9 2 16 9 ― 16 9 89 18.4
2級 16 10 20 16 20 8 23 18 15 23 18 187 38.6
3級 4 1 8 3 3 3 2 6 2 2 6 40 8.2
4級 2 1 ― ― ― 2 ― ― 1 ― ― 6 1.3


























級外 30 20 29 23 15 13 22 20 13 18 21 224 42.3
1級 11 16 10 15 14 11 9 10 12 17 10 135 25.5
2級 11 14 14 9 12 21 16 12 14 16 16 155 29.3
3級 5 1 ― 1 1 ― ― ― ― ― 2 10 1.9
4級 ― ― ― ― ― 3 ― 1 1 ― 1 6 1.1
合計 57 51 53 48 42 48 47 43 40 51 50 530 100.1
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日本語中級前半レベルである「読解 J5」の学習者は、2級語彙と級外語彙を多く選出してい
る。一方、日本語中級後半レベルである「読解 J6」は、級外の語彙が 42％を占め、次いで 2級、
1級語彙が選出されている。この結果は、学習者の日本語レベルからみると想定どおりの結果
だといえよう。
その一方で初級レベルの語彙である 4級の語彙が「読解 J5」・「読解 J6」とも 6語ずつ挙げ









知語彙は 485語のうち 27語であった。難易度別にみると、級外が 9語、1級が 6語、2級が










































表 3と表 4の語彙を対象に親密度と頻度を判定し、結果を表 5、表 6に示す。
「親密度チェッカー」は 4段階で判定される。表 5を見ると「読解 J5」の学習者が選出した
24語の語彙のうち、親密度が最も高い Level 4はなく、Level 3が 5語、Level 2が 7語、Level 
1が 8語、その他が 4語であった。一方、頻度は 6段階で判定され、どの判定分類でも頻度が
高い Level 6に判定されたのは「求める」、「活躍」の二語であった。他には「贈る」、「反映する」、
「大臣」などが高い頻度であったが、全体的には「その他」が多くみられる。
表 6で示した「読解 J6」の学習者が選出した 14語の語彙のうち、親密度が高い Level 4は
なく、Level 3が一語、Level 2が 5語、レベル 1が 7語で、その他が一語であった。頻度は「低




語彙 難易度 親密度 「朝日頻度」 「毎日データ」 「読売データ」
求める 2級 Level 3 Level 6 Level 6 Level 6
贈る 2級 Level 3 Level 5 Level 6 Level 4
祝う 3級 Level 3 Level 4 Level 4 Level 2
封筒 4級 Level 3 Level 2 Level 1 Level 5
きちょうめん 1級 Level 3 その他 その他 その他
活躍 2級 Level 2 Level 6 Level 6 Level 6
大臣 2級 Level 2 Level 5 Level 5 Level 4
持ち味 級外 Level 2 Level 2 Level 5 その他
賢い 2級 Level 2 その他 その他 Level 5
錯覚する 1級 Level 2 その他 その他 Level 2
片道 2級 Level 2 その他 その他 Level 4
引き返す 2級 Level 2 その他 その他 その他
反映する 2級 Level 1 Level 6 Level 6 Level 5
同調する 1級 Level 1 Level 4 Level 3 Level 1
わざと 2級 Level 1 その他 その他 Level 5
熟読 級外 Level 1 その他 その他 Level 1
的外れ 級外 Level 1 その他 その他 その他
農夫 級外 Level 1 その他 その他 その他
索引 2級 Level 1 その他 その他 その他
便宜上 級外 Level 1 その他 その他 その他
削り取る 級外 その他 その他 その他 その他
呼び止める 1級 その他 その他 その他 その他
身障者 級外 その他 その他 その他 その他
流暢さ 級外 その他 その他 その他 その他
表 6　「読解 J6」の半数以上の学習者にとって未知語彙の親密度と頻度
語彙 難易度 親密度 「朝日頻度」 「毎日データ」 「読売データ」
最先端 級外 Level 3 Level 1 Level 2 その他
まして 1級 Level 2 Level 3 Level 1 Level 4
素早い 1級 Level 2 Level 2 Level 3 Level 2
奉仕 1級 Level 2 Level 2 Level 2 Level 1
干渉する 1級 Level 2 Level 2 Level 1 Level 1
新米 級外 Level 2 その他 その他 その他
低迷 級外 Level 1 Level 6 Level 5 その他
円滑 1級 Level 1 Level 3 Level 2 その他
ひときわ 級外 Level 1 その他 Level 1 その他
寛容 1級 Level 1 その他 Level 1 その他
面食らう 級外 Level 1 その他 その他 その他
さぞかし 級外 Level 1 その他 その他 その他
海賊版 級外 Level 1 その他 その他 その他






ている語彙もあった。初級レベルの 4級の語彙である「封筒」は親密度が Level 3で日本人に
はややなじみのある語彙である。頻度は「読売データ」は Level 5と高かったものの、「朝日




また、3級の語彙である「祝う」の親密度は 4段階中の Level 3である。頻度は 6段階中「朝







































































































1） 立教大学の短期留学生用日本語プログラムは、J0（初級）から J8（超級）の 9つのレベルの日本語授
業を開講している。J0から J3レベルは「読む・聞く・書く・話す」の四技能統合の授業を行い、J4
レベル以上は「文法」、「読解」、「作文」、「聴解会話」と技能別にクラスが設置されている。詳しくは
立教大学日本語教育センターのサイトを参照。
2） 学習者が作成した語彙リストは参考資料を参照。
3） 日本語能力試験は独立行政法人国際交流基金と公益財団法人日本国際教育支援協会が共催で実施して
いる日本語を母語としない人たちの日本語能力を測定する試験である。2009年までは上級である 1
級から初級の 4級までの 4つのレベルに分かれていたが、2010年に試験が改定され、レベルがN1か
らN5までの 5段階となった。詳しくは日本語能力試験サイトを参照。
4） 日本語能力試験の実施機関である国際交流基金と日本国際教育支援協会は「日本語能力試験の改善に
関する検討会」を 2005年に発足し、新しい試験に合わせた出題基準の構築を進めている（押尾ほか
2008）。
5） 「収容人数」は、「収容」が 2級、「人数」が級外と二語に区切って判定された。学習者の作成した語
彙リストには「収容人数」と区切らずに書かれていたため、本稿でも区切らずに一語として載せた。
親密度・頻度の判定でも二語に区切って表示されるため、分析の対象外とした。
6） 「ぎこちない」は、「ぎこち」・「ない」と二語に区切って判定され、それぞれが級外であった。学習者
の作成した語彙リストには「ぎこちない」と区切らずに書かれていたため、本稿でも区切らずに一語
として載せた。親密度・頻度の判定でも二語に区切って表示されるため、分析の対象外とした。
7） 「社交辞令」は、「社交」が 1級、「辞令」が級外と二語に区切って判定された。学習者の作成した語
彙リストには「ぎこちない」と区切らずに書かれていたため、本稿でも区切らずに一語として載せた。
親密度・頻度の判定でも二語に区切って表示されるため、分析の対象外とした。
